








要約：米国にて経験した四肢末端の壊疽性変化をきたした川崎病の 3例を、過去の報告例

と合わせ考察を加えて報告した。人種分布は、白人6例、黒人 2例、東洋人 2例、アメリ

カインディアン 1 例。男女比は、男児 5、女児 6 で、全て 7 生月以下の乳児であった。こ

のうち 9 例は巨大冠動脈瘤を有し、8 例には腋窩動脈などの末梢の動脈にも瘤を認めた。

他に四肢末端にチアノーゼをきたしたが、早期の PGE1,urokinase,heparin の治療で壊死に

至らなかった例も合わせ報告し、早期治療の重要性について考察した。 


